
令和３年度国立大学法人琉球大学入札監視委員会議事概要

委員会による意見の具申
又は勧告の内容

随意契約

６　件　　

開催日時及び場所
令和３年１１月３０日（火）　15：00～16:00
地域国際学習センター　３階　３０１室

委　　　　員
委員長　 仲地  　健（沖縄国際大学産業情報学部　教授）
委　 員   上原 道子（上原道子行政書士事務所）
委　 員   田里 友治（税理士法人　SOUTH　POINT）

審議対象期間 令和２年１０月１日～令和３年９月３０日

別紙のとおり

特になし

５　件　　

２　件　　

２　件　　

①委員長の選出
国立大学法人琉球大学入札監
視委員会設置要項３条にのっと
り、互選により仲地委員が委員
長に選出された。
②審議事項
抽出案件について、資料に基づ
き、事務局より工事等概要説明
及び契約手続の説明を行った。
質疑応答があり、内容を点検及
び確認し、全ての案件が問題無
しと承認された。

意見・質問 回答

　抽　出　案　件（合計）

　工　事（小計）

一般競争入札
（政府調達に関する協定対象工事）

一般競争入札
（上記工事を除く）

工事希望型競争入札

委員からの意見・質問、
それに対する回答等

０　件　　

０　件　　

１　件　　

設計・コンサルティング業務 １　件　　

通常指名競争入札

別紙のとおり



１．建設工事の入札・契約状況について【報告事項】

（事務局より説明）

・特になし

２．設計・コンサルティング業務の入札・契約状況につい
て【報告事項】

（事務局より説明）

・特になし

３．指名停止等の措置状況について【報告事項】

（事務局より説明）

・特になし

４．建設工事における抽出案件の審議

①琉球大学（千原）分子生命科学研究施設２号館他トイ
レ改修機械設備工事
（事務局より概要及び契約内容の説明）

・入札参加した業者が１社しか参加しなかった理由は何
か。

・近年は県内の工事需要が多いため、配置予定技術者を
確保できず、参加できないことが多いようです。しかし、今
年入ってからは入札参加者が少し増えてきています。

・社名に電気とあるが、管工事の一般競争参加資格の認
定を受けているのか。

・管工事の認定も受けている会社です。

・工事名や工事概要を一見しただけでは実際の工事が何
かわかりづらいため、入札参加業者が少ないのではない
か。建設業者がわかりやすい工事名にするなど工夫すべ
きではないか。

・今後、誤解のないよう適切な情報提供に努めていきま
す。

・先ほど、入札参加者が増えてきていると発言があった
が、その理由は何か。

・県内の工事需要が落ち着いてきているからだと考えま
す。

・県外企業の参入はあるのか。 ・移転整備事業や政府調達案件以外は、入札参加者の多
くは県内企業です。

・当初は3,500万円未満の工事と見込んでいたようだが、
実際の予定価格は4,000万円を超えている理由は何か。ま
た、それによる一般競争参加資格認定等級の変更など影
響はなかったのか。

・当初は概算額を3,500万円未満と見込んでいたが、公告
後に積算の精査や工事内容の変更等、諸条件の変更が
あったためです。また、等級については規定に基づき、最
大限緩和していたので問題ありません。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。

②琉球大学（千原）分子生命科学研究施設２号館他トイ
レ改修電気設備工事
（事務局より概要説明）

・特殊な工事ではないようだが、参加者少なかった理由は
何か。

・配置予定技術者を確保できず、参加できないことが多い
ようです。

・参加者を増やす工夫は行っているか。 ・品質確保も考慮しながら、資格等級制限の緩和や実績
要件を必要最低限の内容とし、受注機会を極力拡大する
よう努めています。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。

質 問 回 答



質 問 回 答

③琉球大学（千原）学生寄宿舎改修（Ⅱ期）工事

（事務局より概要説明）

・財源が借入金とのことだが、借入をして工事発注を行っ
たのか。

その通りです。

・借入をしないと予算がないということか。 収入が見込めるため借入を行い、学生から徴収した宿舎
料で返済していく予定です。

・老朽化による改修はどれくらいの頻度で行っているの
か。

国立大学法人は施設の老朽化が進んでいるが、それに充
てる予算確保に苦慮しています。インフラ長寿命化（個別
計画）等の計画を策定し、改善を行っています。

・落札率が高い理由は何か。 不落随契での契約のため、落札率が高くなっています。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。

④琉球大学（西普天間）病院新営機械設備工事

（事務局より概要説明）

・病院移転は規模が大きい事業だが、コンプライアンス対
策や不祥事を起こさない取組み等あれば教えてほしい。

国立大学の施設整備は国からの補助金で成り立ってお
り、様々な手続き等、法令を遵守し業務を行っているた
め、国からの監視、大学内部での監査等、不正が起こりに
くい体制になっています。さらに、移転整備においては、よ
り一層の中立かつ公正な審査・評価が行うことができるよ
う、従来の一般事業とは別に外部委員が過半数を占める
委員会を設置しています。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。

⑤琉球大学（西普天間）病院新営その他工事

（事務局より概要説明）

・低入札業者3社のうち、1社が特別重点調査の対象に
なったのか。

入札の結果、3社が低入札価格調査対象となり、その調査
結果、うち1社が特別重点調査対象となりました。特別重
点調査を行った結果、契約の内容に適合して履行がなさ
れるか確認できなかったため、入札の無効に該当するも
のとして、その者の入札を無効とし、無効の業者を除く業
者のうち、評価値１位の業者を落札決定としました。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。



質 問 回 答

⑥琉球大学（西普天間）医学部関係施設整備事業

（事務局より概要説明）

・資料に「公示していた提案上限金額を超えているため、
実施要領に基づき失格とした」とあるが、これは業者によ
る単純ミスなのか。

単純ミスではなく、技術提案書を作成した時点で、提案上
限金額では提案が困難だという意思表示だと推測してい
ます。

・設計・施工一括発注方式を採用されているが、分けて発
注するべきではなかったのか。

発注方式は、関係法令等や事業の特性を踏まえ、品質・コ
スト・工期等の諸条件を最適化する観点から判断していま
す。
本事業はこれまでの設計では、要求水準の目的達成が困
難になる可能性が高く、予算や工期等の課題解決につい
て検討した結果、スケールメリットによる整備費の縮減、同
一エリアにおける工事の一括管理による事故・工事遅延
等リスクの回避につながると考え、設計・施工一括発注方
式を採用しました。
また、業者選定のため技術提案書を提出させています
が、選定委員会より、「随所に設計段階の独自案が盛り込
まれ、施工との関連において質を高めるものと評価でき
る。」等、本契約方式の利点を十分に生かして契約できた
と評価されています。

以上により、「手続き等について問題なし」と承認された。
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